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２２ 

２
０
２
１
春
・
新
歓
期 

合
同
地
区
単
組
代
表
者
会
議

    

（
北
海
道
・
中
部
、
中
四
国
・
九
州
、
東
北
・
近
畿
）

３３ 

論
壇
「
労
働
運
動
に

         

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
を
」

   

立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
教
授 

藤
井
敦
史

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
33 

就
業
規
則
、
労
使
協
定
、
労
働
協

約
っ
て
何
が
ど
う
な
の
？

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

� 

北
海
道
教
育
大
学
函
館
校 

「『
緊
急
時

   

在
宅
勤
務
手
当
』
実
現
の
と
り
く
み
」

� 

埼
玉
大
学 

「
埼
玉
大
教
職
員
組
合
の

   

『
昨
日
、
今
日
、
そ
し
て
明
日
』
」

� 

愛
知
教
育
大
学 

「
懲
戒
処
分
問
題
と

   

教
授
会
運
営
の
民
主
主
義
」

　

高
専
機
構
本
部
は
、
全
大
教
高
専
協
議
会
に
対

し
、「
在
宅
勤
務
の
制
度
化
」
お
よ
び
「
旅
費
取
扱

規
則
の
改
定
」
の
実
施
に
つ
い
て
提
案
し
、
両
者

は
３
月
26
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
団
体
交
渉
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
高
専
機
構
本
部
坪
田

理
事
よ
り
、
本
提
案
に
つ
い
て

概
略
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後

各
担
当
者
よ
り
具
体
的
な
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

在
宅
勤
務
の
制
度
化
に
つ
い

て
は
、
11
月
の
団
体
交
渉
時
に

合
意
し
て
い
た
事
項
で
あ
り
、

高
専
機
構
本
部
よ
り
提
示
さ
れ

た
案
は
、
高
専
協
議
会
と
の
事

前
協
議(

２
月)

に
お
い
て
伝
達

し
て
い
た
懸
念
事
項
等
に
つ
い

て
も
概
ね
改
善
さ
れ
た
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
在
宅
勤
務
日
数
の

上
限
を
設
定
す
る
な
ど
、
教
職

員
が
申
請
・
実
施
し
に
く
い
よ

う
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　

具
体
的
事
案
や
懸
念
事
項
等

に
つ
い
て
両
者
で
協
議
を
重

ね
、
最
終
的
に
、
高
専
協
議
会

か
ら
は
、「
在
宅
勤
務
日
数
の
上

限
は
原
則
と
し
、
個
々
の
特
別

な
事
情
等
で
日
数
が
変
更
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
取
得
単

位
を
１
日
で
は
な
く
時
間
単
位

と
す
る
こ
と
」
を
要
求
し
ま
し

た
。

　

高
専
機
構
本
部
か
ら
は
「
取

得
単
位
は
１
日
で
変
更
は
で
き

な
い
が
、
原
則
と
い
う
文
言
は

追
加
す
る
」
と
回
答
を
得
た
た

め
、
受
け
入
れ
る
こ
と
を
返
答

し
ま
し
た
。

　

双
方
に
お
い
て
、
在
宅
勤
務

制
度
の
運
用
と
実
態
と
の
乖
離

に
つ
い
て
懸
念
し
て
お
り
、
高

専
機
構
本
部
か
ら
は
、ま
ず
は
、

制
度
化
し
て
実
施
す
る
こ
と
が

第
一
で
あ
り
、
今
後
実
態
調
査

を
実
施
し
、
適
宜
規
則
の
改
定

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
行
う

旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
専
協
議
会
か
ら
は
、
実
態

調
査
の
結
果
を
開
示
し
、
各
高

専
の
状
況
や
高
専
協
議
会
か
ら

の
要
望
を
踏
ま
え
て
、
引
き
続

き
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
伝
え
ま
し
た
。

3月 2 6日

　

旅
費
取
扱
規
則
改
定
に
つ
い

て
は
、
目
的
地
周
辺
で
催
事
が

あ
り
、
ホ
テ
ル
が
繁
忙
期
価
格

と
な
っ
て
い
る
場
合
（
実
例
あ

り
）
等
を
想
定
し
て
お
り
、
宿

泊
料
定
額
を
超
え
て
実
費
額
を

支
給
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

教
職
員
に
不
利
益
を
生
じ
な
い

た
め
、
提
案
を
受
け
入
れ
る
こ

と
を
返
答
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
項
は
、
今
後
、

過
半
数
代
表
者
の
意
見
聴
取
、

高
専
機
構
本
部
の
４
月
の
役
員

会
を
経
て
、
早
け
れ
ば
５
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

全
大
教
高
専
協
議
会
か
ら
非

常
勤
教
職
員
の
格
差
是
正
等
の

要
求
に
つ
い
て
説
明
し
、
今
後

高
専
機
構
本
部
で
検
討
さ
れ
る

こ
と
を
確
認
し
、
団
体
交
渉
を

終
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
互
い
に
歩
み
寄
る

形
で
ス
ム
ー
ズ
に
合
意
に
至
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
制
度
の
運
用
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
支
障
が
あ
れ
ば
、
改

善
を
要
求
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
高
専
協
議
会
幹
事  

赤
塚 

司
）

　

加
盟
公
立
大
学
単
位
組
合
９

組
合
の
内
、
東
京
都
立
大
学
労

働
組
合
、
横
浜
市
立
大
学
教
員

組
合
、
滋
賀
県
立
大
学
教
職
員

組
合
、
京
都
府
公
立
大
学
法
人

労
働
組
合
、
大
阪
府
大
学
教
職

員
組
合
、
神
戸
市
看
護
大
学
教

職
員
組
合
、
高
知
県
立
大
学
教

職
員
組
合
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
２
０
２
１
年
度
の

活
動
方
針
と
し
て
、
単
組
交
流

に
つ
い
て
秋
の
全
大
教
教
研
集

会
に
公
立
大
学
の
交
流
の
た
め

の
取
り
組
み
を
行
な
う
と
し
、

全
大
教
交
流
ル
ー
ム
の
活
用
を

進
め
、
各
単
組
の
ニ
ュ
ー
ス
等

を
公
立
大
学
単
組
交
流
ル
ー
ム

等
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
運
営
費
交
付

金
と
地
方
交
付
税
（
公
立
大
学

分
）
の
状
況
お
よ
び
給
与
制
度

等
の
調
査
・
研
究
を
進
め
、
公

大
連
や
公
大
協
と
の
懇
談
、
文

科
省
高
等
教
育
局
大
学
振
興
課

へ
の
要
望
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
公
立
大

学
教
職
員
組
合
交
流
会
議
は
、

は
じ
め
に
全
大
教
永
井
書
記
長

か
ら
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
含
む

高
等
教
育
に
関
す
る
問
題
と
人

勧
（
期
末
手
当
切
り
下
げ
）
や

コ
ロ
ナ
禍
で
の
非
常
勤
職
員
を

含
む
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
公

立
大
学
の
立
場
か
ら
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
山
口
大
学
教
職

員
組
合
の
鴨
崎
義
春
氏
か
ら

「
下
関
市
立
大
学
問
題
の
現
状

と
課
題
」の
特
別
報
告
が
あ
り
、

前
田
下
関
市
長
ら
に
よ
る
下
関

市
大
の
「
私
物
化
」
と
大
学
自

治
破
壊
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
議
論
し
、
最
後
に
鴨
崎
氏
か

ら
「
下
関
市
立
大
学
を
守
り
発

展
さ
せ
る
会
」
へ
の
賛
同
の
呼

び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
単
組
交
流
で
は
、
各

単
組
か
ら
次
の
よ
う
な
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

【
都
立
大
】 

東
京
都
「
未
来
の
東

京
」
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
と
任

期
制
を
選
択
し
な
か
っ
た
教
員

の
給
与
格
差
問
題
に
つ
い
て

【
横
浜
市
大
】
昇
任
評
価
、
コ
ロ

ナ
対
策
（
特
に
手
当
支
給
）、

P
ractical E

nglish 

英
語

教
員
（
非
常
勤
３
年
雇
用
）
問

題
に
つ
い
て

【
滋
賀
県
立
大
】「
教
教
分
離
」

と
全
学
教
員
人
事
委
員
会
制

度
、理
事
長
選
考（
意
向
投
票
）、

コ
ロ
ナ
禍
の
労
働
強
化
の
問
題

に
つ
い
て

【
京
都
府
大
】老
朽
化
し
た
学
舎

整
備
に
お
け
る
体
育
館
の
建
て

替
え
と
京
都
府
「
北
山
エ
リ
ア

整
備
基
本
計
画
」
に
つ
い
て

【
大
阪
府
大
】大
阪
市
立
大
と
の

法
人
統
合
に
よ
る
就
業
規
則
の

労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
と
非

常
勤
職
員
の
待
遇
改
善（
期
末
手

当
、
特
別
休
暇
等
）
に
つ
い
て

【
高
知
県
立
大
】雇
止
め
訴
訟
の

控
訴
審
の
状
況
と
準
職
員
（
無

期
雇
用
）
の
正
規
職
員
化
に
つ

い
て

　

公
立
大
学
を
取
り
巻
く
様
々

な
課
題
の
中
で
、
全
大
教
公
立

大
協
議
会
と
し
て
充
実
し
た
議

論
と
有
意
義
な
交
流
が
で
き
た

こ
と
を
確
認
し
て
交
流
会
議
は

閉
会
し
ま
し
た
。

（
公
立
大
学
協
議
会
議
長

                        

上
田 

龍
雄
）

 

公
立
大
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
交
流

【
在
宅
勤
務
の
制
度
化
】

   

〜
教
職
員
が
活
用
し
や
す
い
内
容
・
運
用
を

【
旅
費
取
扱

       

規
則
改
正
】

   

〜
繁
忙
期
価
格
に

        

対
応
す
る
た
め

【
そ
の
他
】

　

２
０
２
０
年
度
全
大
教
公
立
大
学
協
議
会
総
会
と
公
立
大

学
教
職
員
組
合
交
流
会
議
が
２
０
２
１
年
３
月
６
日
に
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
ま
し
た
。


